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問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

１日(金)　おひな様製作

２日(土)　開館日

　　　　　「これば！」スペシャル

　　　　　「まっちゃんと遊ぼう」10時～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

６日(水)　めだかルーム　９時～11時30分　

８日(金)　わくわくタイム　＊午後閉館（清掃・消毒）

13日(水)　あひるルーム　うさぎルーム

　　　　　９時～11時30分

14日(木)　誕生会

15日(金)　敷根公園で遊ぼう

16日(土)　開館日

18日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク)

25日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

          保健師・栄養士来所

28日(木)　わくわくタイム＊午後閉館（清掃・消毒）

29日(金)　閉館（年度末事務整理日）

誕 生 会

　ウメのつぼみがほころび始め、ようやく季節

の移り変わりを感じられるようになってきまし

た。少しずつ春の音が聞こえてくるようです。

支援センターの花壇のチューリップの球根は芽

を出し、春を心待ちにしています。

　また、体調管理が難しい時期ですので、手洗い・

栄養・睡眠で元気に過ごせるようにしていきま

しよう。

支援センターでは、換気や消毒をして衛生的で

安全な環境を作り、皆さまをお待ちしています。

敷 根 公 園 で 遊 ぼ う

にこにこさんと作ろう 手 形 で ト ナ カ イ

１/４　火の用心、地域の力、「消防団」

　消防団出初式が団員163名の参加のもと下田小学校体育

館で行われました。市長式辞、団長訓示、各種表彰等が

行われ、団員の士気高揚が図られました。市民一人ひと

り防火意識を高め、火の元の確認を行いましょう！

１月の
できごと

　４日　 下田市消防団出初式

　７日　 二十歳の集い

　９日　 市内小中学校　３学期始業式 　　

         　13 日　  下田わくわくパークこれば！

　         17 日　  寿大学

　         25 日　　日本赤十字献血

１/６. ７　早春の下田を歩き始め！　

　下田水仙ツーデーマーチが開催されました。全国か

ら集まった延べ 722 名のウォーカーが、水仙が咲き誇

る爪木崎を楽しむコースや美しい海、開国の歴史を偲

ぶコースを歩いて満喫しました。

１/13　プロ野球選手による野球教室

　広島東洋カープ所属の秋山翔吾選手をはじめプロ野

球選手の方々による少年野球教室が開催されました。

この野球教室を通して、賀茂地区の野球が盛り上がっ

ていくことを期待しています。

１/12　伊豆大島椿まつりを PR

　伊豆大島からキャラバン隊一行が市役所を訪問しま

した。１月 28 日から３月 24 日まで開催される「伊豆

大島椿まつり」では、約 300 万本の椿が島を彩ります。

ぜひ大島を観光してみてはいかがでしょうか。

１/19　国保運営協議会（答申）

　下田市国民健康保険運営協議会へ諮問した国保税の

賦課方法に関する事項について、同協議会から答申を

受けました。受益と負担の均衡をとり、被保険者の健

康寿命延伸の向上及び持続的な事業運営に努めます。

１/15　DX推進に向けた包括連携協定締結式

　AKKODiSコンサルティング株式会社及び株式会社

IRODORIと、デジタル人財の育成において連携して取

り組むことにより、DXを活用した地域課題の解決に向

け、３者包括連携協定を締結しました。

- 11 - 広報しもだ 2024.2 月号


